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と
に
な
り
、
西
晴
の
邸
宅
と
な
っ
た
」
と
、
大
路
に
面
し
た
側
が
晴
の
邸
宅
に

な
る
旨
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
４
）
。
川
本
氏
の
掲
げ
ら
れ
る
該
当
記
事
を
次
に
示
す
。

〔
移
建
前
〕

寝
殿
為
南
殿
、
東
対
為
中
殿
、《
昼
御
座
南
面
、》
西
対
代
廊
為
皇
后
宮

御
所
、 

『
中
右
記
』（
天
仁
一
年
（
一
一
○
八
）
十
一
月
二
十
八
日
条
）

〔
移
建
後
〕

於
新
造
大
炊
殿
披
行
御
読
経
也
、（
中
略
）
予
着
中
殿
南
庇
座
、《
西
対

也
、》 

『
中
右
記
』（
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
九
月
十
九
日
条
）

臨
時
祭
、
皇
后
宮
昇
給
、
東
対
東
廂
一
間
為
御
所
、

『
長
秋
記
（
５
）
』（
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）
三
月
十
九
日
条
）

移
建
前
は
、
東
対
が
中
殿
に
、
西
対
代
廊
が
皇
后
宮
御
所
と
見
な
さ
れ
て
い

る
が
、
移
建
後
は
、
西
対
が
中
殿
に
、
東
対
が
皇
后
宮
御
所
側
に
と
、
東
西
が

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
大
路
に
面
し
た
側
に
重
要
な
殿
舎

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

『
河
海
抄

（
１
）

』
に
、「
此
六
條
院
は
河
原
院
を
模
す
る
歟
別
記
〔
真
本
御
記
ニ
〕

み
え
た
り
。
延
喜
（
十
）
七
年
三
月
十
六
日
己
丑
此
日
参
入
六
條
院
此
院
是
故

左
大
臣
源
融
宅
也
大
納
言
源
朝
臣
奉
進
於
院
矣
。
一
世
源
氏
作
ら
れ
た
る
も
其

例
相
似
た
る
歟
」
と
注
記
さ
れ
て
以
来
、
六
条
院
は
源
融
の
河
原
院
を
模
し
た

邸
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
拾
芥
抄
（
２
）

』
に
、「
六
條
坊
門
南
、
万
里
小
路
東
八
町

云
云
、
融
大
臣
家
、
後
寛
平
法
皇
御
所
、
本
四
町
京
極
西
、
號
東
六
條
院
」
と

あ
り
、
河
原
院
は
、
京
極
大
路
の
西
に
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

六
条
院
も
こ
の
位
置
に
あ
っ
た
と
想
定
し
て
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。

川
本
重
雄
氏
は
、
寝
殿
造
邸
宅
の
晴
と
褻
に
つ
い
て
大
炊
御
門
東
洞
院
殿
移

建
の
記
述
か
ら
、「
移
建
前
に
は
東
洞
院
大
路
に
面
し
た
東
面
が
晴
で
あ
っ
た

た
め
に
東
面
に
対
が
建
ち
、
西
対
代
廊
・
寝
殿
・
東
対
の
配
置
で
あ
っ
た
も
の

が
、
東
洞
院
大
路
の
東
へ
移
建
さ
れ
る
と
、
西
面
が
東
洞
院
大
路
に
面
す
る
こ

町
ご
と
の
役
割
に
つ
い
て
の
考
察

︱

 

儀
式
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
六
条
院
の
入
口 

︱
加

　

藤

　

伸

　

江
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こ
の
よ
う
な
大
路
を
意
識
し
た
邸
宅
の
構
造
が
、『
源
氏
物
語
』
に
描
か
れ

る
六
条
院
か
ら
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
儀
式
に
お
け
る
町
ご
と
の
役
割
か
ら

考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、六
条
院
に
お
け
る
儀
式
に
つ
い
て

六
条
院
で
行
わ
れ
た
儀
式
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。会
場
に
使
わ
れ
た
町
と
、

主
催
者
、
入
口
と
な
っ
た
町
に
注
目
し
て
作
成
し
た
。
殿
舎
に
つ
い
て
明
記
さ

れ
て
い
る
場
合
、
右
に
付
し
た
。
備
考
に
は
、
儀
式
の
内
容
な
ど
を
記
す
。

春
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
の
う
ち
、
源
氏
主
催
の
も
の
は
八
例
で
あ
る
。
初

音
巻「
正
月
臨
時
客
」「
男
踏
歌
の
も
て
な
し
」、藤
裏
葉
巻「
明
石
姫
君
の
入
内
」

「
冷
泉
帝
の
行
幸
」、
若
菜
上
巻
「
女
三
の
宮
降
嫁
」、
若
菜
下
巻
の
朱
雀
院
御

賀
の
練
習
で
あ
る
「
女
楽
」、薫
誕
生
の
儀
式
に
な
る
柏
木
巻
「
薫
の
産
養
」「
薫

の
五
十
日
」
で
あ
る
。
春
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
で
、
源
氏
以
外
が
主
催
す
る

場
合
は
四
例
で
あ
る
。
若
菜
上
巻
の
「
源
氏
四
十
の
賀
」
を
玉
鬘
が
六
条
院
春

の
町
で
行
っ
た
。
若
菜
上
巻
の
「
明
石
若
宮
産
養
（
七
夜
）」
は
、
東
宮
主
催

で
あ
る
。
鈴
虫
巻
の
「
持
仏
開
眼
供
養
」
は
、
女
三
の
宮
主
催
で
あ
る
。
源
氏

の
亡
き
後
、蜻
蛉
巻
で
源
氏
・
紫
の
上
の
た
め
の
「
法
華
八
講
」
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
法
要
の
主
催
者
は
、
明
石
中
宮
で
あ
る
。
春
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
の
入

口
は
、
当
然
春
の
町
な
の
で
あ
る
が
、
藤
裏
葉
巻
の
「
冷
泉
帝
の
行
幸
」
の
み
、

馬
場
殿
が
あ
る
夏
の
町
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
春
の
町
で
行
わ
れ
た

六条院における儀式
巻 儀　式 会場 主催 入口 備　　　考

1 初音 正月臨時客 春の町 源氏 春の町 正月二日。前日は明石御方に泊る
2 初音 男踏歌のもてなし 春の町 源氏 春の町 玉鬘と紫の上の対面
3 胡蝶 中宮の御読経 秋の町 秋好中宮 春の町 前日に舟遊びあり
4 蛍 競射 夏の町  馬場殿 夕霧 夏の町 夕霧は左近衛府の中将
5 行幸 玉鬘の裳着 夏の町  西の対 源氏 夏の町 実父が腰結役
6 真木柱 玉鬘の三日夜の儀 夏の町  西の対 源氏 夏の町 鬚黒大将との婚礼
7 梅枝 明石姫君の裳着 秋の町 源氏 春の町 前日より薫物合・管弦の遊び
8 藤裏葉 明石姫君の入内 春の町 源氏 春の町 桐壺に入る

9 藤裏葉 冷泉帝の行幸
夏の町  馬場殿
春の町  寝殿

源氏 夏の町
馬場殿より入り、秋の町の
紅葉を見た

10 若菜上 源氏四十の賀 春の町 玉鬘 春の町 女三の宮降嫁と同じ場所
11 若菜上 女三の宮降嫁 春の町 源氏 春の町 寝殿の西側に入った
12 若菜上 源氏四十の賀 秋の町  寝殿 秋好中宮 ― 入口の記述なし
13 若菜上 源氏四十の賀 夏の町 夕霧（冷泉帝） 夏の町 帝の勅命にて夕霧が行う
14 若菜上 明石若宮産養（三・五夜） 冬の町  中の対 源氏 冬の町 春の町へ渡ろうとする
15 若菜上 明石若宮産養（七夜） 春の町 東宮 春の町 朝廷主催
16 若菜上 蹴鞠 夏の町 夕霧 夏の町 春の町へと移動する
17 若菜下 競射 ― 源氏 ― 馬場殿を使ったか
18 若菜下 女楽 春の町  寝殿 源氏 春の町 朱雀院御賀の練習
19 若菜下 朱雀院御賀の試楽 夏の町 夕霧 夏の町 朱雀院御賀の練習
20 柏木 薫の産養 春の町 源氏 春の町 七夜は、朝廷主催
21 柏木 薫の五十日 春の町 源氏 春の町 3月。餅を食べさせる
22 鈴虫 持仏開眼供養 春の町 女三の宮 春の町 仏具は源氏が用意したもの
23 早蕨 六の君裳着 夏の町 夕霧 夏の町 六の君は落葉の宮の養女となる
24 宿木 三日夜の儀 夏の町  寝殿 夕霧 夏の町 匂宮と六の君の婚礼
25 宿木 昇進の饗宴 夏の町 夕霧 夏の町 薫と匂宮招かれる
26 蜻蛉 法華八講 春の町 明石中宮 春の町 源氏・紫の上のための法要
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会
場
と
す
る
の
は
春
の
町
で
あ
る
。
源
氏
が
夏
の
町
を
会
場
と
す
る
場
合
は
、

玉
鬘
に
関
す
る
儀
式
と
馬
場
殿
を
使
用
し
た
儀
式
で
あ
る
。
夕
霧
は
夏
の
町
で

儀
式
を
行
う
。
秋
の
町
で
行
わ
れ
る
儀
式
の
場
合
の
三
例
の
う
ち
二
例
は
、
春

の
町
が
入
口
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
一
例
は
、
若
菜
上
巻
の
「
源
氏
四
十
の

賀
」
で
あ
る
が
、
入
口
の
記
述
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
冬
の
町
で
行
わ
れ

た
儀
式
は
、「
明
石
若
宮
産
養
（
三
・
五
夜
）」
の
例
の
み
が
語
ら
れ
る
。
六
条

院
に
お
け
る
儀
式
に
は
以
上
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
秋
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
と
、
夏
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
に
つ

い
て
見
て
い
く
。

二
、
秋
の
町
会
場
の
儀
式
に
つ
い
て

六
条
院
で
行
わ
れ
た
儀
式
の
う
ち
、
秋
好
中
宮
が
住
む
秋
の
町
を
会
場
に
し

た
も
の
は
三
例
で
あ
る
。
胡
蝶
巻
の
「
中
宮
の
御
読
経
」
と
、
梅
枝
巻
の
「
明

石
姫
君
の
裳
着
」
と
、
若
菜
上
巻
の
秋
好
中
宮
主
催
の
「
源
氏
四
十
の
賀
」
で

あ
る
。
秋
の
町
は
、
六
条
御
息
所
が
住
ん
で
い
た
邸
で
あ
り
、
秋
好
中
宮
を

養
女
に
迎
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
邸
に
加
え
て
造
営
し
た
の
が
六
条
院
で

あ
る
。

二
―
一
、
胡
蝶
巻
の
「
中
宮
の
御
読
経
」

胡
蝶
巻
の
「
中
宮
の
御
読
経
」
に
つ
い
て
見
る
。
参
列
者
は
、
秋
の
町
で
行

わ
れ
る
「
中
宮
の
御
読
経
」
の
会
場
に
ど
こ
か
ら
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

儀
式
の
主
催
者
は
源
氏
が
多
く
、源
氏
亡
き
後
は
明
石
中
宮
が
主
催
者
で
あ
る
。

夏
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
の
う
ち
、
夕
霧
主
催
の
も
の
は
七
例
で
あ
る
。
蛍

巻
「
競
射
」、
若
菜
上
巻
「
源
氏
四
十
の
賀
」（
冷
泉
帝
の
勅
命
に
拠
る
）、
若

菜
上
巻「
蹴
鞠
」、若
菜
下
巻「
朱
雀
院
御
賀
の
試
楽
」、早
蕨
巻「
六
の
君
裳
着
」、

宿
木
巻
の
匂
宮
と
六
の
君
の「
三
日
夜
の
儀
」、宿
木
巻「
昇
進
の
饗
宴
」で
あ
る
。

源
氏
が
主
催
し
た
夏
の
町
で
の
儀
式
は
、
藤
裏
葉
巻
の
「
冷
泉
帝
の
行
幸
」
を

含
む
三
例
で
あ
る
。
行
幸
巻
「
玉
鬘
の
裳
着
」、
真
木
柱
巻
「
玉
鬘
の
三
日
夜

の
儀
」
の
玉
鬘
に
関
す
る
も
の
と
、
馬
場
殿
で
の
儀
式
「
冷
泉
帝
の
行
幸
」
で

あ
る
。
若
菜
下
巻
の
「
競
射
」
に
つ
い
て
は
、
場
所
の
明
記
が
な
い
の
で
不
明

で
あ
る
が
、
弓
を
射
る
催
し
で
あ
る
た
め
馬
場
殿
を
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
源
氏
が
夏
の
町
の
寝
殿
で
儀
式
を
行
っ
た
と
は
語
ら
れ
て
い
な

い
。
夏
の
町
で
の
源
氏
主
催
の
儀
式
は
、
玉
鬘
の
住
む
西
の
対
で
行
っ
た
儀
式

と
、
馬
場
殿
を
使
用
す
る
儀
式
で
あ
る
。

秋
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
は
、
三
例
が
描
か
れ
る
。
胡
蝶
巻
「
中
宮
の
御
読

経
」、
梅
枝
巻
「
明
石
姫
君
の
裳
着
」、
若
菜
上
巻
「
源
氏
四
十
の
賀
」
で
あ
る
。

秋
の
町
の
儀
式
に
つ
い
て
詳
細
は
後
述
す
る
。「
源
氏
四
十
の
賀
」
の
入
口
に

つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
中
宮
の
御
読
経
」「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
の

二
例
と
も
、
入
口
は
春
の
町
と
な
っ
て
い
る
。

冬
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
は
、「
明
石
若
宮
産
養
（
三
・
五
夜
）」
の
一
例
の

み
で
あ
る
。
主
催
は
、
若
宮
の
祖
父
に
あ
た
る
源
氏
で
あ
る
。

以
上
、
概
観
し
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
源
氏
が
主
に
儀
式
の
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二
―
二
、
梅
枝
巻
の
「
明
石
姫
君
の
裳
着
」

梅
枝
巻
に
お
い
て
、
源
氏
の
一
人
娘
、「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
が
行
わ
れ
た
。

源
氏
は
、
秋
好
中
宮
に
腰
結
役
を
依
頼
し
、
中
宮
の
居
所
で
あ
る
六
条
院
秋
の

町
を
裳
着
の
会
場
と
し
た
。
源
氏
と
紫
の
上
、
明
石
の
姫
君
が
春
の
町
か
ら
秋

の
町
へ
と
赴
い
た
。

〈
本
文
三
〉

か
く
て
、
西
の
殿
に
戌
の
刻
に
渡
り
た
ま
ふ
。
宮
の
お
は
し
ま
す
西
の

放
出
を
し
つ
ら
ひ
て
、
御
髪
上
の
内
侍
な
ど
も
、
や
が
て
こ
な
た
に
参
れ

り
。
上
も
、
こ
の
つ
い
で
に
、
中
宮
に
御
対
面
あ
り
。

（
梅
枝
・
③
四
一
二
〜
四
一
三
）

こ
の
裳
着
が
行
わ
れ
る
前
の
源
氏
ら
の
動
き
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
六
条

院
春
の
町
に
、
蛍
兵
部
卿
宮
が
訪
れ
る
。

〈
本
文
四
〉

二
月
の
十
日
、
雨
す
こ
し
降
り
て
、
御
前
近
き
紅
梅
盛
り
に
、
色
も
香

も
似
る
も
の
な
き
ほ
ど
に
、
兵
部
卿
宮
渡
り
た
ま
へ
り
。
御
い
そ
ぎ
の
今

日
明
日
に
な
り
に
け
る
こ
と
と
と
ぶ
ら
ひ
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

（
梅
枝
・
③
四
○
五
）

蛍
兵
部
卿
宮
が
訪
れ
た
の
は
、
裳
着
の
「
今
日
明
日
に
な
り
に
け
る
」
頃
で

あ
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
蛍
兵
部
卿
宮
は
、「
言
ひ
知
ら
ぬ
匂
ひ
ど
も
の
進
み
、

後
れ
た
る
、
香
一
種
な
ど
が
、
い
さ
さ
か
の
咎
を
わ
き
て
、
あ
な
が
ち
に
劣
り

ま
さ
り
の
け
ぢ
め
を
お
き
た
ま
ふ
。」（
梅
枝
・
③
四
○
八
）
と
、
薫
物
の
判
定

〈
本
文
一
〉

今
日
は
、
中
宮
の
御
読
経
の
は
じ
め
な
り
け
り
。
や
が
て
ま
か
で
た
ま

は
で
、
休
み
所
と
り
つ
つ
、
日
の
御
装
ひ
に
か
へ
た
ま
ふ
人
々
も
多
か
り
。

障
り
あ
る
は
ま
か
で
な
ど
も
し
た
ま
ふ
。
午
の
刻
ば
か
り
に
、
み
な
あ
な

た
に
参
り
た
ま
ふ
。
殿
上
人
な
ど
も
残
る
な
く
参
る
。
多
く
は
大
臣
の
御

勢
に
も
て
な
さ
れ
た
ま
ひ
て
、
や
む
ご
と
な
く
い
つ
く
し
き
御
あ
り
さ
ま

な
り
。 

（
胡
蝶
・
③
一
七
一

（
６
）
）

「
あ
な
た
」と
い
う
語
が
あ
る
。「
中
宮
の
御
読
経
」が
行
わ
れ
る
前
日
か
ら
、

春
の
町
で
は
舟
遊
び
と
管
絃
の
遊
び
が
行
わ
れ
て
お
り
、
参
列
者
は
、
春
の
町

か
ら
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
秋
の
町
に
直
接
入
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。〈

本
文
二
〉

夜
に
入
り
ぬ
れ
ば
、
い
と
飽
か
ぬ
心
地
し
て
、
御
前
の
庭
に
篝
火
と
も

し
て
、
御
階
の
も
と
の
苔
の
上
に
、
楽
人
召
し
て
、
上
達
部
、
親
王
た
ち

も
、
み
な
お
の
お
の
弾
物
、
吹
物
と
り
ど
り
に
し
た
ま
ふ
。（
中
略
）
夜

も
す
が
ら
遊
び
明
か
し
た
ま
ふ
。 

（
胡
蝶
・
③
一
六
八
）

春
の
町
で
行
わ
れ
た
管
絃
の
遊
び
は
一
晩
中
続
い
た
。
前
日
か
ら
の
催
し
に

参
加
し
て
、
帰
宅
す
る
こ
と
な
く
服
装
を
変
え
て
参
列
す
る
者
、
用
事
な
ど
が

あ
っ
て
一
旦
帰
宅
す
る
者
が
あ
っ
た
。
正
午
ご
ろ
、
会
場
へ
と
参
入
す
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
中
宮
の
御
読
経
」
に
参
加
す
る
者
は
、
春
の
町
の
遊
び
に

興
じ
て
か
ら
秋
の
町
へ
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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蔵
人
所
に
記
帳
だ
け
し
て
帰
ろ
う
と
し
た
の
を
引
き
と
め
て
い
る

（
７
）

。
柏
木
は
和

琴
を
演
奏
し
、
夕
霧
は
横
笛
を
演
奏
し
て
い
る
。
源
氏
の
居
る
春
の
町
の
蔵
人

所
が
受
付
の
用
を
な
し
て
、こ
ち
ら
か
ら
客
人
が
訪
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

明
け
方
に
蛍
兵
部
卿
宮
が
帰
り
、「
次
々
の
君
た
ち
に
も
、
こ
と
ご
と
し
か
ら

ぬ
さ
ま
に
、
細
長
、
小
袿
な
ど
か
づ
け
た
ま
ふ
。」（
梅
枝
・
③
四
一
二
）
と
、

柏
木
な
ど
が
帰
っ
て
行
く
さ
ま
が
語
ら
れ
る
。「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
の
前
日
、

楽
の
練
習
が
春
の
町
で
行
わ
れ
た
。
源
氏
、紫
の
上
、明
石
姫
君
が
戌
の
刻
（
午

後
八
時
ご
ろ
）
に
会
場
で
あ
る
秋
の
町
に
赴
い
た
が
、
楽
の
演
奏
は
、
春
の
町

で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
番
と
同
じ
場
で
練
習
を
行
う

こ
と
は
あ
り
得
る
（
８
）

。
裳
着
の
前
日
か
ら
多
く
の
殿
上
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、
前

日
と
同
様
、
春
の
町
の
蔵
人
所
か
ら
会
場
入
り
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
の
中
で
、
御
髪
上
の
内
侍
は
、
直
接
秋
の
町
に
入
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。〈
本
文
三
〉
に
「
御
髪
上
の
内
侍
な
ど
も
、
や
が
て
こ
な
た
に
参
れ
り
。」

と
あ
り
、こ
の
箇
所
の
解
釈
に
つ
い
て
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』で
は
、「
南

の
殿
な
ど
に
寄
ら
ず
に
、
直
接
式
場
で
あ
る
西
の
殿
に
参
上
す
る
」
と
い
う
注

を
付
し
て
い
る
。
現
代
の
諸
注
お
よ
び
現
代
語
訳
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　『
源
氏
物
語
評
釈
（
９
）
』「
ま
っ
す
ぐ
こ
ち
ら
に
参
集
し
た
」

②
　『
日
本
古
典
文
学
全
集）

10
（

』「
ま
っ
す
ぐ
こ
ち
ら
に
参
上
し
た
」

③
　『
新
潮
日
本
古
典
集
成）

11
（

』「
中
宮
に
従
っ
て
西
の
放
出
に
参
上
し
た
」

④
　『
新
日
本
古
典
文
学
大
系）

12
（

』「
宮
中
か
ら
直
接
六
条
院
の
西
の
御
殿
に
」

を
行
い
、「
月
さ
し
出
で
ぬ
れ
ば
、
大
御
酒
な
ど
ま
ゐ
り
て
、
昔
の
御
物
語
な

ど
し
た
ま
ふ
。」（
梅
枝
・
③
四
一
○
）
と
、
酒
宴
を
催
し
、「
ま
こ
と
に
明
け

方
に
な
り
て
ぞ
、
宮
帰
り
た
ま
ふ
。」（
梅
枝
・
③
四
一
二
）
と
あ
り
、
明
け
方

に
帰
っ
て
行
く
の
で
、
正
確
に
は
、
前
日
に
訪
れ
当
日
の
朝
帰
っ
て
行
っ
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
こ
の
蛍
兵
部
卿
宮
と
の
酒
宴
の
間
、
ほ
か
の
客
人
も
多
く
訪
れ

て
い
る
。

〈
本
文
五
〉

蔵
人
所
の
方
に
も
、
明
日
の
御
遊
び
の
う
ち
馴
ら
し
に
、
御
琴
ど
も
の

装
束
な
ど
し
て
、
殿
上
人
な
ど
あ
ま
た
参
り
て
、
を
か
し
き
笛
の
音
ど
も

聞
こ
ゆ
。
内
の
大
殿
の
頭
中
将
、
弁
少
将
な
ど
も
、
見
参
ば
か
り
に
て
ま

か
づ
る
を
と
ど
め
さ
せ
た
ま
ひ
て
、御
琴
ど
も
召
す
。
宮
の
御
前
に
琵
琶
、

大
臣
に
筝
の
御
琴
ま
ゐ
り
て
、
頭
中
将
和
琴
賜
は
り
て
、
は
な
や
か
に
掻

き
た
て
た
る
ほ
ど
、
い
と
お
も
し
ろ
く
聞
こ
ゆ
。
宰
相
中
将
横
笛
吹
き
た

ま
ふ
。
を
り
に
あ
ひ
た
る
調
子
、
雲
居
と
ほ
る
ば
か
り
ふ
き
た
て
た
り
。

弁
少
将
拍
子
と
り
て
、
梅
が
枝
出
だ
し
た
る
ほ
ど
、
い
と
を
か
し
。
童
に

て
、
韻
塞
の
を
り
、
高
砂
う
た
ひ
し
君
な
り
。
宮
も
大
臣
も
さ
し
い
ら
へ

し
た
ま
ひ
て
、
こ
と
ご
と
し
か
ら
ぬ
も
の
か
ら
、
を
か
し
き
夜
の
御
遊
び

な
り
。 

（
梅
枝
・
③
四
一
○
〜
四
一
一
）

殿
上
人
が
多
く
訪
れ
、
管
絃
の
宴
と
な
っ
た
。「
明
日
の
御
遊
び
の
う
ち
馴

ら
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
日
の
儀
式
に
管
絃
の
宴
を
催
す
の
で
あ
ろ
う
。

内
大
臣
家
の
柏
木
ら
は
当
初
、「
見
参
ば
か
り
に
て
ま
か
づ
る
を
」
と
あ
り
、
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〈
本
文
六
〉

宮
の
お
は
し
ま
す
町
の
寝
殿
に
御
し
つ
ら
ひ
な
ど
し
て
、
さ
き
ざ
き
に

こ
と
に
変
ら
ず
、
上
達
部
の
禄
な
ど
、
大
饗
に
な
ず
ら
へ
て
、
親
王
た
ち

に
は
こ
と
に
女
の
装
束
、
非
参
議
の
四
位
、
廷
臣
た
ち
な
ど
た
だ
の
殿
上

人
に
は
、
白
き
細
長
一
襲
、
腰
差
な
ど
ま
で
次
々
に
賜
ふ
。
装
束
限
り
な

く
き
よ
ら
を
尽
く
し
て
、
名
高
き
帯
、
御
佩
刀
な
ど
、
故
前
坊
の
御
方
ざ

ま
に
て
伝
は
り
ま
ゐ
り
た
る
も
、
ま
た
あ
は
れ
に
な
む
。

（
若
菜
上
・
④
九
八
）

秋
好
中
宮
の
居
所
で
あ
る
秋
の
町
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の

ほ
か
の
記
事
は
な
く
、
参
列
者
が
ど
こ
か
ら
入
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ

の
中
宮
主
催
の
賀
宴
の
前
に
、
紫
の
上
の
二
条
院
で
の
「
源
氏
四
十
の
賀
」
が

あ
っ
た
た
め
省
略
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
紫
の
上
主
催
の
賀
宴
は
、
舞
と
楽
の
演

奏
が
語
ら
れ
て
い
る
。
秋
の
町
で
行
わ
れ
た
中
宮
主
催
の
賀
宴
の
場
合
、「
中

宮
の
御
読
経
」「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
と
同
様
に
春
の
町
を
入
口
と
し
た
、
連

携
し
た
会
場
設
営
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

二
―
四
、六
条
院
に
お
け
る
秋
の
町

以
上
、
秋
の
町
を
会
場
に
し
た
儀
式
三
例
に
つ
い
て
見
て
み
た
。
若
菜
上
巻

の
「
源
氏
四
十
の
賀
」
に
つ
い
て
は
詳
し
く
描
か
れ
て
い
な
い
た
め
参
列
者
の

入
口
が
不
明
で
あ
る
が
、「
中
宮
の
御
読
経
」
と
「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
に
関

し
て
は
、春
の
町
と
の
連
携
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。人
々

⑤
　『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集）

13
（

』「
ま
っ
す
ぐ
こ
ち
ら
に
参
上
し
て
い
る
」

⑥
　『
国
文
学
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊）

14
（

』「
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に
参
上
し
た
」

①
・
②
・
⑤
は
、「
ま
っ
す
ぐ
こ
ち
ら
に
」
と
解
釈
し
て
い
る
た
め
、
秋
の

町
に
直
接
に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
③
は
、
中
宮
に
従
っ
て
入
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。④
は
、宮
中
か
ら
や
っ
て
来
て
、秋
の
町
に
入
っ
た
と
し
て
い
る
。

⑥
は
、「
そ
の
ま
ま
こ
ち
ら
に
」
と
あ
る
。
御
髪
上
の
内
侍
が
、
春
の
町
か
秋

の
町
の
ど
ち
ら
か
ら
入
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
だ
が
、
諸
注
お
よ
び

現
代
語
訳
か
ら
見
る
と
、
御
髪
上
の
内
侍
も
春
の
町
で
楽
の
演
奏
を
見
物
し
、

時
刻
に
な
っ
て
秋
の
町
（「
こ
な
た
」）
へ
参
上
し
た
と
も
捉
え
ら
れ
、
一
方
、

儀
式
に
関
わ
る
役
を
担
う
人
な
の
で
、
秋
の
町
か
ら
直
接
入
っ
た
と
も
捉
え
ら

れ
る
。
御
髪
上
の
内
侍
が
ど
ち
ら
の
町
か
ら
入
っ
た
か
に
つ
い
て
は
決
し
が

た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
御
髪
上
の
内
侍
の
入
口
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
の
「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
に
参
加
す
る
客
人
は
、
春
の

町
か
ら
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
裳
着
は
、
秋
好
中
宮
の
邸
で
あ
る
秋
の
町
が

会
場
で
あ
る
が
、
春
の
町
が
入
口
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
―
三
、
若
菜
上
巻
の
「
源
氏
四
十
の
賀
」

六
条
院
で
催
さ
れ
た
「
源
氏
四
十
の
賀
」
は
、玉
鬘
・
秋
好
中
宮
・
夕
霧
（
冷

泉
帝
の
勅
命
に
拠
る
）
主
催
の
三
回
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
秋
好
中
宮
主
催

の
「
源
氏
四
十
の
賀
」
は
、
秋
の
町
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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を
他
方
へ
移
し
て
と
思
す
。 

（
玉
鬘
・
③
一
二
五
）

玉
鬘
を
ど
こ
に
住
ま
わ
せ
る
か
思
案
し
て
い
る
源
氏
は
、
夏
の
町
の
西
の
対

に
住
ま
わ
せ
よ
う
と
考
え
る
。
春
の
町
に
は
空
い
て
い
る
建
物
も
な
く
人
が
多

く
い
て
、
目
立
つ
。
そ
れ
に
比
べ
秋
の
町
は
、
静
か
で
穏
や
か
で
は
あ
る
が
、

中
宮
に
仕
え
る
女
房
と
同
列
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
。
こ
の
玉
鬘
へ

の
源
氏
の
心
配
か
ら
、
春
の
町
と
秋
の
町
の
違
い
が
見
え
る
。
春
の
町
は
人
が

多
く
活
気
づ
い
て
お
り
、
秋
の
町
は
静
か
で
穏
や
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
秋

の
町
が
大
路
に
面
し
て
い
な
い
と
想
定
す
る
の
は
、間
違
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

「
明
石
若
宮
産
養
（
七
夜
）」
は
、
産
所
で
あ
っ
た
冬
の
町
で
行
わ
ず
、
春
の
町

に
移
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
冬
の
町
が
「
隠
れ
の
方
」（
若

菜
上
・
④
一
○
八
）
だ
か
ら
だ
と
語
ら
れ
る
。
大
路
に
面
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
春
の
町
に
比
べ
、
小
路
に
面
し
た
冬
の
町
は
裏
側
に
当
た
り
、
客
人
を
招

く
に
は
不
都
合
だ
っ
た
の
が
理
由
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
の
町
も
同
様

に
、
春
の
町
に
比
べ
穏
や
か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
町
で
あ
っ
た
。
秋
の
町
で
行

わ
れ
た
「
中
宮
の
御
読
経
」
や
「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
の
入
口
は
、
大
路
に
面

し
た
春
の
町
で
あ
っ
た
。
春
の
町
と
連
携
し
た
儀
式
会
場
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

三
、
夏
の
町
会
場
の
儀
式
に
つ
い
て

次
に
、
夏
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
夏
の
町
で
の

儀
式
に
は
、
二
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
夕
霧
主
催
の
場
合
と
、
馬
場
殿
を
使

は
、
春
の
町
で
の
催
し
に
興
じ
た
の
ち
、
秋
の
町
へ
と
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

で
は
、
源
氏
が
六
条
院
を
造
営
す
る
前
、
六
条
御
息
所
に
源
氏
が
通
っ
て
い
た

頃
の
六
条
の
古
宮
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

〈
本
文
七
〉

御
心
ざ
し
の
所
に
は
、
木
立
前
栽
な
ど
、
な
べ
て
の
所
に
似
ず
、
い
と

の
ど
か
に
心
に
く
く
住
み
な
し
た
ま
へ
り
。 

（
夕
顔
・
①
一
四
二
）

〈
本
文
八
〉

前
栽
の
色
々
乱
れ
た
る
を
、
過
ぎ
が
て
に
や
す
ら
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま
、

げ
に
た
ぐ
ひ
な
し
。 

（
夕
顔
・
①
一
四
七
）

〈
本
文
九
〉

な
ほ
、か
の
六
条
の
古
宮
を
い
と
よ
く
修
理
し
つ
く
ろ
ひ
た
り
け
れ
ば
、

み
や
び
や
か
に
住
み
た
ま
ひ
け
り
。 
（
澪
標
・
②
三
○
九
）

六
条
御
息
所
の
住
ま
い
の
描
写
は
、
木
立
や
前
栽
の
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、
賑

や
か
な
邸
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
六
条
院
造
営
後
の
こ
の
町
も
ま
た
賑
や
か
な

町
で
は
な
い
こ
と
が
、
玉
鬘
を
迎
え
た
時
の
源
氏
の
心
情
か
ら
見
え
る
。

〈
本
文
十
〉

住
み
た
ま
ふ
べ
き
御
方
御
覧
ず
る
に
、
南
の
町
は
、
い
た
づ
ら
な
る
対

ど
も
な
ど
も
な
し
、
勢
ひ
こ
と
に
住
み
み
ち
た
ま
へ
れ
ば
、
顕
証
に
人
し

げ
く
も
あ
る
べ
し
。
中
宮
の
お
は
し
ま
す
町
は
、
か
や
う
の
人
も
住
み
ぬ

べ
く
の
ど
や
か
な
れ
ど
、
さ
て
さ
ぶ
ら
ふ
人
の
列
に
や
聞
き
な
さ
れ
む
と

思
し
て
、
す
こ
し
埋
れ
た
れ
ど
、
丑
寅
の
町
の
西
の
対
、
文
殿
に
て
あ
る
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丑
寅
の
町
に
、
御
し
つ
ら
ひ
設
け
た
ま
ひ
て
、
隠
ろ
へ
た
る
や
う
に
し

な
し
た
ま
へ
れ
ど
、
今
日
は
、
な
ほ
か
た
こ
と
に
儀
式
ま
さ
り
て
、
所
ど

こ
ろ
の
饗
な
ど
も
、
内
蔵
寮
、
穀
倉
院
よ
り
仕
う
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
り
。

屯
食
な
ど
、
公
ざ
ま
に
て
、
頭
中
将
宣
旨
う
け
た
ま
は
り
て
、
親
王
た
ち

五
人
、
左
右
の
大
臣
、
大
納
言
二
人
、
中
納
言
三
人
、
宰
相
五
人
、
殿
上

人
は
、
例
の
内
裏
、
春
宮
、
院
、
残
る
少
な
し
。
御
座
、
御
調
度
ど
も
な

ど
は
、
太
政
大
臣
く
は
し
く
う
け
た
ま
は
り
て
、
仕
う
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ

り
。
今
日
は
、
仰
せ
言
あ
り
て
、
渡
り
参
り
た
ま
へ
り
。

（
若
菜
上
・
④
九
八
〜
九
九
）

冷
泉
帝
は
、
実
父
で
あ
る
源
氏
に
孝
養
を
尽
く
し
た
い
思
い
が
あ
っ
て
、
賀

宴
を
催
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
が
、
源
氏
に
断
ら
れ
て
い
る
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
夕
霧
に
委
託
し
た
の
で
あ
る
。

〈
本
文
十
二
〉

内
裏
に
も
、
故
宮
の
お
は
し
ま
さ
ぬ
こ
と
を
、
何
ご
と
に
も
は
え
な
く

さ
う
ざ
う
し
く
思
さ
る
る
に
、
こ
の
院
の
御
事
だ
に
、
例
の
、
跡
あ
る
さ

ま
の
か
し
こ
ま
り
を
尽
く
し
て
も
え
見
せ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
を
、
世
と
と
も

に
飽
か
ぬ
心
地
し
た
ま
ふ
も
、
今
年
は
こ
の
御
賀
に
こ
と
つ
け
て
行
幸
な

ど
も
あ
る
べ
く
思
し
お
き
て
け
れ
ど
、「
世
の
中
の
わ
づ
ら
ひ
な
ら
む
こ

と
、
さ
ら
に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
ま
じ
く
な
む
」
と
辞
び
申
し
た
ま
ふ
こ
と
た

び
た
び
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
口
惜
し
く
思
し
と
ま
り
ぬ
。

（
若
菜
上
・
④
九
六
〜
九
七
）

用
し
た
場
合
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

源
氏
が
主
催
し
た
儀
式
の
う
ち
、
夏
の
町
を
会
場
に
し
た
の
は
、
夏
の
町

の
西
の
対
に
住
む
玉
鬘
の
関
連
儀
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
玉
鬘
の
裳
着
」（
行

幸
・
③
三
一
六
〜
三
一
九
）、「
玉
鬘
の
三
日
夜
の
儀
」（
真
木
柱
・
③
三
五
○

〜
三
五
一
）
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
、馬
場
殿
を
使
用
す
る
儀
式
で
あ
る
。「
冷

泉
帝
の
行
幸
」（
藤
裏
葉
・
③
四
五
八
〜
四
六
三
）
が
該
当
す
る
。
源
氏
は
、

玉
鬘
に
関
連
す
る
儀
式
以
外
、
夏
の
町
の
寝
殿
な
ど
で
の
儀
式
を
行
っ
て
お
ら

ず
、馬
場
殿
を
使
用
し
た
儀
式
の
み
主
催
す
る
と
言
え
よ
う
。
若
菜
下
巻
の「
競

射
」（
④
一
五
三
〜
一
五
四
）
に
つ
い
て
は
、
場
所
の
明
記
が
な
い
の
で
不
明

で
あ
る
が
、
弓
を
射
る
催
し
で
あ
る
た
め
馬
場
殿
を
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
夕
霧
の
主
催
す
る
大
き
な
儀
式
が
「
源
氏
四
十
の
賀
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
夕
霧
が
表
立
っ
て
動
い
て
い
る
が
、
冷
泉
帝
の
勅
命
に
拠
る
儀
式
で

あ
る
。〈

本
文
十
一
〉

内
裏
に
は
、
思
し
そ
め
て
し
こ
と
ど
も
を
む
げ
に
や
は
と
て
、
中
納
言

に
ぞ
つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
け
る
。
そ
の
こ
ろ
の
右
大
将
病
し
て
辞
し
た
ま

ひ
け
る
を
、
こ
の
中
納
言
に
御
賀
の
ほ
ど
よ
ろ
こ
び
加
へ
む
と
思
し
め
し

て
、
に
は
か
に
な
さ
せ
た
ま
ひ
つ
。
院
も
よ
ろ
こ
び
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ

も
の
か
ら
、
源
氏「
い
と
、
か
く
、
に
は
か
に
あ
ま
る
よ
ろ
こ
び
を
な
む
、

い
ち
は
や
き
心
地
し
は
べ
る
」
と
卑
下
し
申
し
た
ま
ふ
。
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ど
み
な
思
し
分
け
つ
つ
、
御
経
、
仏
な
ど
供
養
ぜ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
い
か

め
し
く
尊
く
な
ん
あ
り
け
る
。
五
巻
の
日
な
ど
は
、
い
み
じ
き
見
物
な
り

け
れ
ば
、
こ
な
た
か
な
た
、
女
房
に
つ
き
つ
つ
参
り
て
、
も
の
見
る
人
多

か
り
け
り
。 

（
蜻
蛉
・
⑥
二
四
七
）

夕
霧
は
、
夏
の
町
に
落
葉
の
宮
を
住
ま
わ
せ
（「
丑
寅
の
町
に
、
か
の
一
条

宮
を
渡
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
」（
匂
兵
部
卿
・
⑤
二
○
））、
六
の
君
を
落

葉
の
宮
の
養
女
と
し
た
（
匂
兵
部
卿
・
⑤
三
二
）。
匂
宮
と
六
の
君
の
婚
礼
を

夏
の
町
で
行
っ
た
（
宿
木
・
⑤
四
○
一
）。
こ
の
よ
う
に
、
春
の
町
で
は
明
石

中
宮
主
催
の
儀
式
が
語
ら
れ
、
夕
霧
は
、
源
氏
亡
き
後
も
夏
の
町
を
拠
点
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
大
路
を
意
識
し
た
邸
宅
の
構
造
に
つ
い
て
、
六
条
院
に
関
す
る
記
述

か
ら
窺
え
る
か
ど
う
か
を
考
察
し
た
。
秋
の
町
を
会
場
に
し
た
「
中
宮
の
御
読

経
」、「
明
石
姫
君
の
裳
着
」
の
場
合
、
春
の
町
と
連
携
し
て
行
わ
れ
、
入
口
は

春
の
町
で
あ
っ
た
。
夏
の
町
を
会
場
に
し
た
儀
式
は
、
夕
霧
が
主
催
す
る
場
合

が
多
く
、
源
氏
が
使
用
す
る
場
合
、
玉
鬘
の
住
む
西
の
対
と
馬
場
殿
に
限
ら
れ

て
い
る
。
春
の
町
を
会
場
に
し
た
儀
式
は
、
源
氏
が
主
催
す
る
こ
と
が
多
い
。

冬
の
町
で
の
儀
式
は
、
や
む
を
得
ず
行
っ
た
「
明
石
若
宮
産
養
（
三
・
五
夜
）」

の
み
で
あ
る
（
若
菜
上
・
④
一
○
八
〜
一
○
九
）。
秋
の
町
も
入
口
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
儀
式
を
行
う
入
口
に
当
た
る
町
は
、

夕
霧
の
養
母
が
花
散
里
で
あ
る
た
め
、
夕
霧
は
夏
の
町
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
花
散
里
は
、
二
条
東
院
の
西
の
対
に
住
ん
で
い
た
頃
か
ら
、
夕
霧
の

後
見
を
源
氏
か
ら
託
さ
れ
て
い
た
（
少
女
・
③
六
七
）。
反
対
に
、
紫
の
上
が

住
む
春
の
町
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
源
氏
の
継
母
に
あ

た
る
藤
壺
の
宮
に
対
す
る
あ
や
ま
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
同
じ
こ
と
が

息
子
に
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
、
夕
霧
を
紫
の
上
に
近
付
け
て
い
な
い
の
で
あ
る

（
蛍
・
③
二
一
六
）。

そ
の
ほ
か
、
蛍
巻
で
夕
霧
が
左
近
衛
府
の
中
将
だ
っ
た
頃
、
宮
中
で
の
競
射

が
終
わ
っ
た
後
、
左
の
衛
府
に
仕
え
る
人
た
ち
を
連
れ
て
来
て
、
六
条
院
の
馬

場
で
引
き
続
き「
競
射
」を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た（
蛍
・
③
二
○
五
〜
二
○
七
）。

夕
霧
が
大
将
の
頃
、
若
い
人
々
を
連
れ
て
「
蹴
鞠
」
を
夏
の
町
で
行
っ
た
（
若

菜
上
・
④
一
三
七
〜
一
四
三
）。
源
氏
の
勧
め
に
よ
り
、「
蹴
鞠
」
の
場
は
春
の

町
に
移
動
し
、
柏
木
の
女
三
の
宮
垣
間
見
へ
と
つ
な
が
る
。
ほ
か
、「
朱
雀
院

御
賀
」
で
披
露
す
る
楽
の
練
習
を
夏
の
町
で
行
っ
た
（
若
菜
下
・
④
二
七
三
〜

二
八
○
）。こ
れ
は
、内
々
の
練
習
で
あ
り
、本
番
は
春
の
町
で
行
う
予
定
で
あ
っ

た
。
花
散
里
は
練
習
を
聞
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
儀
式
が
夏
の
町

で
行
わ
れ
た
。

源
氏
の
亡
き
後
、
春
の
町
に
お
い
て
行
わ
れ
た
儀
式
が
、
明
石
中
宮
主
催
の

「
法
華
八
講
」
で
あ
る
。

〈
本
文
十
三
〉

蓮
の
花
の
盛
り
に
、
御
八
講
せ
ら
る
。
六
条
院
の
御
た
め
、
紫
の
上
な
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氏
物
語
』
と
平
安
京
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
四
年
）、
池
浩
三
氏
「
源
氏
物
語
の
六
条

院
―
そ
の
想
定
平
面
図
の
根
拠
―
」（
同
）。

（
４
）
川
本
重
雄
氏
は
、
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
晴
側
と
私
生
活
に
使
用
さ
れ
る
褻
の
分
化
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
寝
殿
造
邸
宅
が
左
右
非
対
称
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

（『
寝
殿
造
の
空
間
と
儀
式
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
○
○
五
年
）。
こ
の
大
炊
御
門

東
洞
院
殿
に
つ
い
て
は
、
川
本
氏
よ
り
前
に
、
太
田
静
六
氏
『
寝
殿
造
の
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
の
言
及
が
あ
る
が
、
晴
と
褻
の
分
化
に
つ
い
て
の
指
摘

は
な
い
。

大
炊
御
門
東
洞
院
殿
の
移
建
が
決
定
し
た
の
は
、『
中
右
記
』
天
永
二
年
九
月
十
二
日

条
の
以
下
の
記
事
か
ら
確
認
さ
れ
る
。「
大
炊
殿
造
作
之
事
被
議
定
處
、（
中
略
）
被

造
大
炊
殿
可
宜
者
、《
本
所
被
壊
渡
、
與
新
所
其
東
町
共
被
宛
吉
方
也
、
件
造
作
偏

殿
下
御
沙
汰
也
、
仍
所
被
避
方
角
也
、》」（『
増
補
史
料
大
成
　
中
右
記
』
臨
川
書
店
、

一
九
六
五
年
）。

（
５
）『
増
補
史
料
大
成
　
長
秋
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

（
６
）『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引
用
は
、
阿
部
秋
生
氏
・
秋
山
虔
氏
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
　
源
氏
物
語
①
〜
⑥
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
〜
一
九
九
八
年
）

に
よ
り
、
巻
名
、
頁
数
を
示
す
。
私
に
傍
線
を
付
し
、
振
り
仮
名
を
省
略
し
た
。
発

話
及
び
和
歌
に
付
さ
れ
た
傍
注
は
、
便
宜
上
付
し
た
ま
ま
と
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
７
）『
紫
式
部
日
記
』
に
、「
勧
学
院
の
衆
ど
も
、
歩
み
し
て
ま
ゐ
れ
る
。
見
参
の
文
、
ま

た
啓
す
。」（
小
谷
野
純
一
氏
『
原
文
＆
現
代
語
シ
リ
ー
ズ
紫
式
部
日
記
』
笠
間
書
院
、

二
○
○
七
年
。
五
○
頁
）
と
あ
る
。

（
８
）『
小
右
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
土
御
門
殿
で
行
わ
れ
た
彰
子
の
裳
着
を
例
に
掲
げ

る
（『
大
日
本
古
記
録
　
小
右
記
六
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）。

長
保
元
年
（
九
九
九
）
二
月
九
日
（『
玉
蘂
』
建
暦
元
年
三
月
条
に
よ
る
）

申
刻
許
右
大
臣
・
内
大
臣
已
下
諸
卿
来
左
府
亭
、
其
座
在
寝
殿
西
又
廂
及
渡
殿
、

主
客
居
膳
之
後
、
盃
酒
数
巡
《
殿
上
四
位
并
公
卿
上
勧
、》
有
竹
肉
興
《
先
大
夫
等

春
の
町
と
夏
の
町
で
あ
っ
た
。
春
の
町
（
辰
巳
の
町
）
と
夏
の
町
（
丑
寅
の
町
）

は
晴
側
に
当
た
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
六
条
院
に
お
い
て
も
、
大
路
を
意
識

し
た
邸
宅
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

秋
の
町
で
行
わ
れ
た
儀
式
、「
中
宮
の
御
読
経
」と「
明
石
姫
君
の
裳
着
」で
は
、

春
の
町
か
ら
秋
の
町
へ
の
建
物
内
の
客
人
の
移
動
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
秋
の

町
に
至
る
廊
の
位
置
を
、
奥
側
で
は
な
く
、
表
側
に
置
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
〔
図
参
照
〕。
そ
こ
で
、
こ
の
廊
は
、
客
人
が
通
る
際
に
美
し
く
見
え
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
考
え
る
。

六
条
院
の
晴
は
、
大
路
に
面
し
た
側
の
春
の
町
と
夏
の
町
と
言
え
、
当
時
の

貴
族
邸
宅
の
構
造
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
六
条
院
四
町
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
一
町
の
邸
宅
を
構
え
な
が
ら
、時
に
六
条
院
全
体
で
、そ
の
時
々

に
応
じ
た
連
携
を
見
せ
る
こ
と
で
、
源
氏
や
夕
霧
ら
が
主
催
す
る
儀
式
を
支
え

る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
条
院
で
行
わ
れ
る
儀
式
の
入
口
を
考
察
し
て
い
く
こ
と

で
、
一
町
ご
と
の
役
割
が
鮮
明
に
な
り
、
作
者
や
当
時
の
読
者
が
共
有
し
た
六

条
院
像
に
一
歩
近
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注（
１
）
玉
上
琢
彌
氏
編
、山
本
利
達
氏
・
石
田
穣
二
氏
校
訂
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
（
第
七
版
）』

（
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

（
２
）
故
実
叢
書
編
集
部
編
『
改
訂
増
補

故
実
叢
書

　
禁
秘
抄
考
註
・
拾
芥
抄
』（
明
治
図
書
出
版
、

一
九
九
三
年
）。

（
３
）
玉
上
琢
彌
氏
「
光
る
源
氏
の
六
条
院
復
元
案
・
第
二
案
」（『
歴
史
文
化
研
究
一
『
源
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置
管
絃
具
、
次
堪
能
人
々
調
之
、》
地
下
楽
人
等
応
召
候
階
下
、《
給
衝
重
、
有
勧

盃
、》
次
居
衝
重
、
酒
盃
両
巡
、《
大
納
言
勧
之
、
主
人
同
勧
之
、》、
更
歌
吹
不
止
、

此
間
供
着
裳
前
物
、
陪
膳
人
経
渡
殿
、
自
寝
殿
西
面
《
初
着
上
達
部
座
傍
、》
進
之
、

次

く
公
卿
献
和
歌
於
左
大
臣
、
々
々
和
之
、（
後
略
）

彰
子
の
裳
着
会
場
は
、
土
御
門
殿
（
上
東
門
院
）
で
あ
る
。
参
列
者
に
は
酒
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
る
。
彰
子
の
場
合
、
右
大
臣
・
内
大
臣
ら
の
座
は
、

寝
殿
の
西
又
廂
及
び
渡
殿
に
あ
っ
た
。
食
膳
を
給
仕
す
る
人
が
、
渡
殿
を
経
、
寝
殿

の
西
面
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彰
子
の
裳
着
の
会
場
は
、
寝
殿
の
西
面
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。

（
９
）
玉
上
琢
彌
氏
『
源
氏
物
語
評
釈
六
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）。

（
10
）阿
部
秋
生
氏
・
秋
山
虔
氏
ほ
か
校
注
・
訳『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
源
氏
物
語
②
』（
小

学
館
、
一
九
七
二
年
）。

（
11
）
石
田
穣
二
氏
・
清
水
好
子
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
源
氏
物
語
四
』（
新
潮
社
、

一
九
七
八
年
）。

（
12
）
柳
井
滋
氏
・
室
伏
信
助
氏
ほ
か
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
源
氏
物
語
三
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
五
年
）。

（
13
）
阿
部
秋
生
氏
・
秋
山
虔
氏
ほ
か
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
源
氏
物
語

③
』（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）。

（
14
）
河
添
房
江
氏
編
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
　
梅
枝
・
藤
裏
葉
』（
至
文
堂
、
二
○

○
三
年
）。

―
か
と
う
・
の
ぶ
え
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学 

―

〔図〕六条院想定配置図私案
（春の町から秋の町へ移動する客の経路を←で示す。）


